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　お米の品質を守るために、病害虫を防除する薬剤の
空中散布をドローンで行いました。
　「思っていた以上に効果絶大で、短時間で作業が終
わるため、農作業の負担軽減と効率アップにつながっ
ています。」と門倉さんは話しています。
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農業の空が変わる！
ドローン
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農地の区分 許可の方針

農用地区域内農地

甲種農地

第１種農地

第 2 種農地

第 3 種農地

市
街
化
調
整
区
域
・
そ
の
他
の
区
域

市
街
化
区
域

原則不許可

原則不許可
例外許可あり
・農業用施設
・農産物加工販売施設など

例外許可あり
・農業用施設
・農産物加工販売施設など

原則不許可

周辺の他の土地に立地
困難な場合等に許可

原 則 許 可

届出により転用可能

市街地にある農地または市街地化の傾向が著しい
区域内の農地

小集団で生産力が低く、市街地として発展する可
能性のある農地

集団的 ( おおむね 10ha 以上 ) に存在し、生産力
の高い農地

・農業公共投資後8年以内の農地
・集団的 (おおむね10ha以上 ) に存在し、高性能
農業機械での耕作に適した農地

市町村が定める農業振興地域整備計画において、
指定された区域内の農地

農
地
の
転
用

　
　

農
地
転
用
と
は
？

　
　農
地
に
「
住
宅
を
建
て
た
い
」

「
駐
車
場
と
し
て
使
用
し
た
い
」
な

ど
、
農
地
を
耕
作
以
外
の
目
的
で

利
用
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

農
地
転
用
す
る
た
め
に
は
、
事

前
に
「
農
地
法
」
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請
ま
た
は
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
地
の
所
在
地
が
、
市
街
化
区

域
外
（
市
街
化
調
整
区
域
・
そ
の

他
の
区
域
）
か
、
市
街
化
区
域
内

か
で
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

　
　

農
地
転
用
の
手
続
き
が
必
要

な
土
地
は
？

　
　登
記
地
目
が「
田
」ま
た
は「
畑
」

の
土
地
で
す
。耕
作
さ
れ
て
い
な
く

て
も
、農
地
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
登
記
地
目
が
「
田
」・「
畑
」

以
外
で
も
、
現
況
で
耕
作
さ
れ
、

農
地
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
土

地
は
、
農
地
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
　

市
街
化
区
域
外
の
農
地
を
転

用
す
る
に
は
？

　
　農
地
転
用
の
許
可
申
請
を
行

い
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

自
己
所
有
の
農
地
を
転
用
す
る

場
合
に
は
「
農
地
法
第
４
条
許
可

申
請
」
が
、
他
人
名
義
の
農
地
を

買
っ
て
（
借
り
て
）
転
用
す
る
場

合
に
は
「
農
地
法
第
５
条
許
可
申

請
」
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
毎
月
10
日
の
申
請
締
切

日（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
原
則

翌
開
庁
日
）
か
ら
許
可
書
の
交
付

ま
で
、
最
低
で
も

１
～
２
か
月
か
か

り
ま
す
の
で
、
余

裕
を
持
っ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

許
可
申
請
書
を
提
出
す
れ

ば
、
農
地
転
用
は
で
き
ま
す
か
？

　
　市
街
化
区
域
外
の
農
地
は
、

申
請
す
れ
ば
す
べ
て
許
可
さ
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

農
地
法
で
は
、
優
良
な
農
地
を

保
全
す
る
た
め
、
周
辺
の
状
況
か

ら
み
て
農
地
を
区
分
し
、
転
用
目

的
に
よ
り
許
可
で
き
る
か
ど
う
か

を
判
断
し
ま
す
。

　

立
地
基
準
（
転
用
可
能
な
場
所

か
ど
う
か
）
と
一
般
基
準
（
転
用

の
確
実
性
が
あ
る
か
ど
う
か
等
）

の
主
に
２
つ
の
観
点
か
ら
許
可
の

判
断
を
す
る
た
め
、
農
地
の
周
辺

状
況
に
よ
り
、
許
可
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
（
右
図
参
照
）。

　

ま
た
、
申
請
目
的
実
現
の
確
実

性
、
資
金
の
有
無
、
計
画
の
規
模
、

他
法
令
に
よ
る
許
認
可
が
得
ら
れ

る
見
込
み
が
あ
る
か
、
周
辺
の
営

農
条
件
に
支
障
が
な
い
か
等
に
つ

い
て
も
審
査
し
ま
す
の
で
、
申
請

前
に
農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役

所
４
階
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
の
手
続
き

　
　

市
街
化
区
域
内
の
農
地
を
転

用
す
る
に
は
？

　
　農
地
法
第
４
条
ま
た
は
第
５

条
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

県
知
事
の
許
可
は
不
要
で
す
の

で
、
届
出
は
許
可
申
請
と
比
べ
て

提
出
書
類
が
少
な
く
、
お
お
む
ね

１
週
間
で
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
。

農
地
に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て
、

よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ
に
お
答
え
し
ま
す
。

農地転用の許可基準

Q
&A

2

QA

QAQA

QA

QA



農地の無断転用は農地法違反です
農地を許可なく転用した場合や、転用許可
を受けていても、許可されたとおりに転用し

ていない場合は、農地法違反となります。
工事の中止や原状回復等の命令が出されることもあり、
これに従わない場合は、３年以下の懲役又は 300 万円以
下（法人は１億円以下）の罰金が科せられる場合があり
ます。

農
業
振
興
地
域
内
農
用
地
区
域

　
　
「
こ
こ
は
青あ
お
じ地
の
田
だ
」「
こ

の
畑
は
青あ
お
じ地
で
な
く
、
白し
ろ
じ地
だ
」

な
ど
と
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
『
青あ

お
じ地
』
と
『
白し
ろ
じ地
』
っ
て
何

の
こ
と
で
す
か
？

　
　青
地
と
は
、
都
道
府
県
知
事

が
指
定
し
た
「
農
業
振
興
地
域
」

の
う
ち
、
市
町
村
が
定
め
る
「
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
の
な
か

で
、
市
町
村
が
設
定
し
た
「
農
用

地
区
域
」
を
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
将
来
長
期
に
わ
た
っ

て
守
る
べ
き
農
地
等
で
あ
り
、
農

業
を
営
ん
で
農
業
振
興
を
図
る
う

え
で
よ
り
重
要
な
区
域
の
こ
と
で

す
。
正
確
に
は
「
農
業
振
興
地
域

内
農
用
地
区
域
」
と
い
い
ま
す
が
、

略
し
て
「
農
振
農
用
地
」
ま
た
は

俗
称
で
「
青
地
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

青
地
は
、
農
業
上
の
利
用
を
確

保
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
区
域

で
す
の
で
、
農
業
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
商
業
施
設
・
駐
車
場
・
資
材

置
場
な
ど
）
へ
の
農
地
転
用
は
、「
農

業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法

律
（
農
振
法
）」
に
よ
っ
て
厳
し
く

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
白
地
と
は
、「
農
業
振
興

地
域
内
農
用
地
区
域
外
農
地
」
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
　

青
地
の
農
地
は
転
用
で
き
な

い
の
で
す
か
？

　
　原
則
と
し
て
農
地
転
用
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
農
地
転
用
の
計

画
地
が
青
地
の
場
合
は
、
ま
ず
は
、

そ
の
農
地
以
外
で
代
替
す
る
土
地

が
な
い
か
お
探
し
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
代
替
す
る
土
地
が
な

い
場
合
に
は
、
事
業
目
的
や
条
件

に
よ
り
、
転
用
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
以
外
の
目
的
で
農

地
転
用
す
る
た
め
に
は
、
は
じ
め

に
農
振
農
用
地
の
区
域
か
ら
除
く

「
農
振
除
外
」
の
手
続
き
（
青
地
か

ら
白
地
に
変
更
）
が
必
要
で
す
。

　
「
農
振
除
外
」
の
手
続
き
を
お
考

え
の
方
は
、
市
農
政
課
（
市
役
所

４
階
）
へ
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
除
外
ま
で
１
年
以
上
か
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
青
地
は
、

農
振
除
外
が
完
了
し
な
け
れ
ば
農

地
転
用
で
き
な
い
農
地
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
用
施
設
の
場
合
も

事
前
に
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
の
地
目
変
更

　
　

農
地
転
用
を
し
ま
し
た
が
、

登
記
地
目
が
「
田
」
や
「
畑
」
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
が
？

　
　農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
て

も
、
自
動
的
に
登
記
地
目
が
変
更

さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

法
務
局
で
地
目
変
更
登
記
の
手

続
き
を
し
な
い
と
、
登
記
簿
上
の

地
目
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
農
地
転
用
の
許
可

を
得
て
、
住
宅
建
築
や
資
材
置
場
、

駐
車
場
整
備
等
が
完
了
し
た
ら
、

農
業
委
員
会
事
務
局
に
「
工
事
完

了
届
」を
提
出
し
、

「
受
理
書
」
を
受

け
取
っ
た
あ
と

に
、
法
務
局
で
地

目
変
更
登
記
の
手

続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

農
地
の
相
続

Ｑ　

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
？

Ａ　

農
業
委
員
会
へ
届
出
が
必
要

で
す
。
相
続
登
記
後
に
法
務
局
か

ら
発
行
さ
れ
る
「
登
記
完
了
証
」

な
ど
、
相
続
し
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

田んぼ

住宅
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３
年
前
に
就
農
し
た
児
玉
町
河

内
に
お
住
ま
い
の
福
島
正
規
さ
ん

(

32)

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ　

農
業
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

は
な
ん
で
す
か
？

Ａ　

以
前
は
、
青
果
市
場
の
仲
卸

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
幼
い
頃
か

ら
農
業
に
憧
れ
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。

　

食
は
大
切
な
も
の
で
す
し
、
農

業
を
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
と
思

い
、
就
農
す
る
こ
と
を
決
心
し
ま

し
た
。

Ｑ　

ど
ん
な
作
物
を
作
っ
て
い
ま

す
か
？

Ａ　

父
と
一
緒
に
、
な
す
、
オ
ク

ラ
、
き
ゅ
う
り
、
イ
チ
ジ
ク
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な

ど
様
々
な
作
物
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。

　

収
穫
し
た
作
物
は
、
直
売
所
や

市
場
な
ど
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
作
物
の
品
質
向
上
や

サ
ー
ビ
ス
に
磨
き
を
か
け
、
消
費

者
の
皆
さ
ん
に
ご
満
足
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ　

農
業
を
は
じ
め
て
良
か
っ
た

と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

農
業
っ
て
一
度
始
め
る
と
本

当
に
面
白
い
で
す
。
同
じ
仕
事
が

な
く
、
日
々
新
し
い
仕
事
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

作
物
は
毎
日
成
長
し
続
け
て
い

る
た
め
、
同
じ
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

成
長
に
合
わ
せ
て
仕
事
内
容
も
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

し
、
天
候
や
病
害
虫
の
発
生
な
ど
、

不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
臨
機
応

変
さ
も
必
要
で
す
。

　

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

手
が
か
か
る
分
、
愛
着
が
湧
き
、

「
自
分
が
育
て
て
い
る
！
」
と
い

う
感
覚
が
満
載
な
と
こ
ろ
が
最
大

の
魅
力
で
す
。

Ｑ　

今
後
の
目
標
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

Ａ　

周
り
の
方
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い

る
日
々
で
す
が
、
将
来
的
に
は
規

模
を
拡
大
し
て
、
他
の
野
菜
や
養

蜂
、
旬
の
果
実
の
栽
培
な
ど
に
も

挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
周
り
の
農
家
の
皆
さ
ん

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
さ
ら
に
勉
強
を
重
ね
て
い
き
、

こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
栽
培
し
、
皆

さ
ん
に
お
い
し
い
作
物
を
届
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　（取
材
：
木
村
文
子 

農
業
委
員
）

福島 正規さん（児玉町河内）

新規就農者を紹介します新規就農者を紹介します

ふくしま　まさのり

こ
れ
か
ら
農
業
を
始
め
た

い
人
を
応
援
！

　

次
世
代
を
担
う
農
業
者
と
な
る

こ
と
を
目
指
す
人
に
対
し
、
就
農

前
の
研
修
を
後
押
し
す
る
資
金
や

就
農
直
後
の
経
営
確
立
を
支
援
す

る
資
金
を
交
付
し
ま
す
。

❶
就
農
準
備
資
金

　

県
が
認
め
る
研
修
機
関
で
就
農

に
向
け
た
研
修
を
受
け
る
人
に
、

最
長
２
年
間
、
年
間
最
大
１
５
０

万
円
を
交
付
し
ま
す
。

❷
営
農
開
始
資
金

　

経
営
開
始
後
の
最
長
３
年
間
、

年
間
１
５
０
万
円
を
定
額
交
付
し

ま
す
。

❸
経
営
発
展
支
援
金

　

機
械
・
施
設
等
の
整
備
に
係
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
申
請
窓
口

❶
は
、本
庄
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

（
☎
22-

３
１
１
６
）

❷
・
❸
は
、本
庄
市
役
所
農
政
課

（
☎
25-

１
１
７
７
）

※
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が

原
則
50
歳
未
満
の
人
が
対
象
で
す

が
、
交
付
要
件
は
他
に
も
い
く
つ

か
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
各
申
請
窓
口
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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店主 中
なかばやし

林  賢
けんじ

司さん、千
ちひろ

尋さんご夫妻

なすとピーマンの肉味噌炒め

地元野菜を使ったお店を紹介します！

ごはん屋 なかばやし

■住　　所：本庄市児玉町共栄578-1
■電話番号：０４９５-７１-９９４４
■営業時間：（昼）１１時３０分～１４時

※ごはんが終わり次第終了
（夜）１７時３０分～２２時

■定 休 日：日曜日、月曜日の昼

5

本庄市保健センターで栄養面から市民の皆さまの健康を支える管理栄養士が
本庄野菜を使ったレシピを紹介します。今回は「ヤマトイモ」です。

＜作り方＞
① 鮭は軽く水気を拭き取り、一口大に切り、塩・こしょう

で下味をつける。
② 玉ねぎは薄切りにする。
③ しめじは小房に分ける。
④ ヤマトイモは皮をむき、すりおろす。
⑤ ★の調味料を合わせておく。
⑥ ④と⑤を混ぜ合わせる。
⑦ フライパンにバターを半量熱し、②の玉ねぎを入れて

炒める。しんなりしたら、③のしめじを加えて炒め、一
度お皿に取り出す。

⑧ 残りのバターをフライパンに入れて、①の鮭を両面
しっかり焼く。

⑨ ⑦をフライパンに戻し、顆粒和風だしを加えて炒め合
わせる。

⑩ 耐熱皿に⑨を入れて、⑥をかける。ピザ用チーズを散
らし、オーブントースターでチーズが溶けるまで焼き、
お好みでパセリをふる。

＜材料（４人分）＞ 
生鮭（切り身）　
塩
こしょう
玉ねぎ
しめじ
ヤマトイモ
　　顆粒和風だし
　　醤油
バター
顆粒和風だし
ピザ用チーズ
パセリ

１人分の栄養価
エネルギー　408kcal
たんぱく質　26.1g
脂質　　　　20.6g
塩分　　　　　2.8g

管理栄養士監修　食から健康支え隊 本庄野菜のレシピ本庄野菜のレシピ

橋場管理栄養士、日向管理栄養士

　当店は、今年で開業８年目を迎えました。
　旬の野菜、旬の鮮魚を使い、お酒のおつまみにも、
お食事にも合わせられる料理を提供しています。
　カウンター席、半個室があり、お一人様からご家
族連れ、宴会まで、幅広い用途にご利用ください。

取材：永尾路子 農業委員

鮭とヤマトイモの和風グラタン

４切（４００g）
少々
少々
１個（２００g）
１パック（１００g）
１本（５００g）
小さじ 2
小さじ 1
４０g
小さじ２
１６０g
お好みで少々

ヤマトイモに多く
含まれるでんぷん
分解酵素のアミラ
ーゼは、消化を助
けてくれます。

ヤマトイモは食物
繊維が豊富！
余分な塩分を排泄
してくれるカリウ
ムも多く含んでい
ます。

★



間
ま ぜ
瀬ダム（間

まぜえんてい
瀬堰堤） 間

まぜえんていかんりきょう
瀬堰堤管理橋

農地パトロールを実施しました農地パトロールを実施しました
～農地の適正管理をお願いします～～農地の適正管理をお願いします～

農業者年金農業者年金
節税効果が大きい公的年金節税効果が大きい公的年金

加入加入加入
要件要件要件

･ 国民年金第 1号被保険者
・年間 60日以上農業に従事
・20歳以上 60歳未満

積立方式の終身年金。保険料は月２万円（35
歳未満で政策支援加入の対象とならない方
は１万円）から６万７千円の間で千円単位で
選択。全額社会保険料控除できるので、節税
しながら老後に備えられます。

この3つの要件を満たす人は、どなたでも
加入できます。
※農業者年金の内容やご相談は、最寄りのJAまた
は農業委員会事務局へお問い合わせください。

を購読しませんか
農業経営と暮らしに役立つ
週刊の農業総合専門紙です。
●発行日　月4回金曜日
●購読料　月700円 ( 税込 )
お申込みは農業委員会事務局へ

①過去１年以上耕作されておらず、かつ、今後も耕作される見込みがない農地
②周辺地域の農地と比較して、利用の程度が著しく劣っている農地

※ご自身で耕作できない場合は、農業委員会で借り手や買い手をあっせんしますので、お近くの農業委員や
農地利用最適化推進委員、または農業委員会事務局（市役所４階）にご相談ください。

遊休農地とは

収入保険収入保険
農産物を対象に収入減少を補償農産物を対象に収入減少を補償

青色申告を行っている
農業者（個人・法人）

自然災害や価格低下、けがや病気で収
穫ができない等により売上が減少した
場合に、その減少の一部（最大９割）
を補償する保険です。新型コロナウイ
ルスによる収入減少も対象になります。

※収入保険の詳しい内容やお申込みの
手続きは、下記へご連絡ください。
　埼玉県農業共済組合　本庄支所
　☎0495-21-0255

加入加入加入
要件要件要件

　本庄市農業委員会では、遊休農地の調査や違反転用の発生
防止などを目的として、７月から８月の間に農地パトロール
を実施しました。
　雑草が繁茂している遊休農地は、病害虫の発生源となって
周辺農地に悪影響を与えるほか、不法投棄されたり、火災や
防犯上の危険など、様々な問題が生じる原因となります。
　農地を所有（管理）する方は、責任を持って草刈りなどの
適切な管理を行い、周辺に迷惑をかけないようにしてくださ
い。
　なお、遊休農地をそのままにした場合は、農業委員会から指導が行われるほか、固定資産税年税
額が増大する場合があります。
　また、土地の管理を行わないことで他人に損害を与えたときは、所有者がその損害を賠償しなけ
ればならない場合もありますので、ご注意ください。
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貸したい・売りたい（児玉地域）
No. 土地の所在地（本庄市） 地目 面積 希望
1 児玉町小平椚林１１１１－１ 畑 306㎡ 貸・売
2 児玉町小平椚林１１２０－１ 畑 465㎡ 貸・売
3 児玉町小平中川原９９２ 畑 643㎡ 貸・売
4 児玉町小平中川原１００９－１ 畑 847㎡ 貸・売
5 児玉町田端北屋敷３６９－２ 畑 684㎡ 貸・売
6 児玉町金屋古林６６０－５ 畑 896㎡ 売
7 児玉町金屋古林６６０－６ 畑 1,577㎡ 売
8 児玉町吉田林東山７７９－５ 畑 527㎡ 売
9 児玉町吉田林東山７９６ 畑 410㎡ 売
10 児玉町飯倉上原北１１０ 畑 489㎡ 貸・売
11 児玉町飯倉上原北１１１ 畑 717㎡ 貸・売
12 児玉町飯倉上原北１１６ 畑 620㎡ 貸・売
13 児玉町飯倉下渋田４３０－２ 畑 1,003㎡ 売
14 児玉町飯倉下渋田４３２－１ 畑 803㎡ 売
15 児玉町蛭川左口１２３５ 畑 685㎡ 売

貸したい・売りたい（本庄地域）
No. 土地の所在地（本庄市） 地目 面積 希望
1 西富田社具路６９１ 畑 1,016㎡ 貸
2 西富田社具路６９２ 畑 497㎡ 貸
3 新田５１０ 田 951㎡ 貸
4 北堀下田６１５－１ 田 582㎡ 貸
5 北堀下田６１９ 田 1,034㎡ 貸
6 西富田六所９６６－１ 畑 594㎡ 貸
7 上仁手砂島２４－１ 畑 476㎡ 貸
8 上仁手砂島６５－１ 畑 457㎡ 貸
9 上仁手砂島７５－１ 畑 191㎡ 貸
10 上仁手西島２１５－１ 畑 1,025㎡ 貸
11 上仁手西島２１５－３ 畑 563㎡ 貸
12 上仁手西島２１５－４ 畑 28㎡ 貸
13 上仁手西島２１６－１ 畑 842㎡ 貸
14 上仁手西島２２９－１ 畑 298㎡ 貸
15 上仁手屋敷裏１５１－１ 畑 108㎡ 貸
16 今井兀塚１３３６－１ 畑 742㎡ 売
17 今井兀塚１３３６－４ 畑 57㎡ 売
18 西五十子村東８３１ 田 1,068㎡ 売

令和４年度 農地の貸借売買等意向一覧表（令和 4 年 9 月末現在）

　農地の利用促進及び遊休農地の解消を図るため、貸借や売買の希望がある農地の情報を、令和４年４月以降に農地所
有者から提出された「農地の貸借売買等意向調査票」をもとに、所有者の方の同意を得て公表しています。
　市ホームページには、令和４年３月以前の提出分も含めて掲載していますのでご覧ください。

農地の貸借や売買の希望を
随時受付しています

　貸借等をご希望の方は、随時受付をしていますので、
『農地の貸借売買等意向調査票』にご記入のうえ、提
出してください。
　意向調査票は、農業委員会事務局（市役所 4階）
で配布しているほか、市ホームページでダウンロード
できます。
※借り手（買い手）が見つかるまでは、所有者が維持管理（草
刈りなど）してください。

借りたい農地があったら？
①借りたい農地の現地の状況を確認し、農業委員会事務
局へお問い合わせください。『農地所有者情報等提供依
頼書』を提出いただくことで、所有者情報を提供します。
②借りたい方と農地所有者で、貸し借りの詳細（貸借期
間や賃料等）について相談してください。
③決まりましたら、『農用地利用権設定等申出書』等を農
業委員会事務局に提出することで、貸し借りが可能に
なります。

※すでに交渉中の場合もありますので、その際はご了承ください。
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　６
月
２
日
、
突
然
の
激
し
い
降

ひ
ょ
う
に
は
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

農
家
の
皆
様
を
は
じ
め
、
家
屋
や
自

動
車
等
・
・
・
被
害
に
遭
わ
れ
た
全

て
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　私
た
ち
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
は
、
す
ぐ
に
担
当

地
区
の
農
作
物
や
農
業
施
設
の
被
害

状
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
ど
こ

も
か
し
こ
も
・
・
・
あ
ま
り
の
惨
状

に
唖
然
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　そ
れ
で
も
、
折
れ
た
枝
か
ら
け
な

げ
に
芽
を
出
し
、
花
を
咲
か
せ
、
実

を
つ
け
る
野
菜
や
、
実
っ
た
稲
穂
の

生
命
力
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
懸
命

に
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
声
援
を
送
り

つ
つ
、こ
こ
に「
本
庄
あ
ぐ
り
じ
ゃ
ー

な
る
第
10
号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

○農薬を使用する際は、ラベルや袋に表示された使用方法
や注意事項を厳守し、他の作物への飛散に十分注意して
ください。

○散布量は最低限にし、できるだけ剪定や捕殺など、農薬
以外の防除方法を検討しましょう。やむを得ず農薬を散
布するときは、事前に周辺住民や施設利用者等に周知す
るとともに、風向きなどに十分注意し、事故防止に努め
てください。

○誤飲などの事故を防止するため、小分けは絶対に行わず、
鍵をかけて安全に保管管理してください。使用するときは、
飲食物の容器（ペットボトル等）を容器として用いないで
ください。

○農薬を廃棄するときは、専門業者に処理を委託するなど、
各自責任を持って処分してください。

○農薬は本来の目的以外で使用しないでください。

農薬は適正に使用しましょう

　本庄市有機 100 倍運動推進協議会は、農業者団体、農家組合、JA、埼玉県、本庄市等で
構成された団体です。安全・安心で高品質な農産物の産地を育成するため、環境にやさしい
農業の推進及び本庄産農産物の普及の推進を目指して活動しています。

◇対 象 者　市内在住の販売農家又は販売農家集団（農業法人含む）

◇対象地域　本庄市内のほ場
◇補助条件　事業計画が明確であること
◇事業内容　・特性植物利用促進
　　　　　　　（ソルゴー、ヘアリーベッチ、エン麦購入費等）
　　　　　　・生分解性マルチフィルム利用促進
　　　　　　・防虫ネット利用促進
　　　　　　・有機ＪＡＳ認定取得促進（新規・継続）
※事業内容は一例です。詳しくは本庄市役所農政課（☎0495-25-1177）へお問い合わせください。

『環境にやさしい農業推進事業補助金』

本庄市有機 100倍運動推進協議会

申請はお済みですか？
本庄市農業災害支援給付金

　令和４年６月２日の降ひょうにより被害を受
けた市内在住の農業者を対象に、給付金を支
給します。

○受付期間　令和４年 12 月 28 日 ( 水 )まで
○給 付 額　５万円（１経営体につき）
○必要書類　・確定申告書等の写し
　　　　　　・通帳の写し（申請者名義）
＜申請窓口＞
 本庄市役所農政課または支所環境産業課
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